
学校教育目標 自主・不屈・友愛の精神を身に付け、未来を創る生徒の育成

新年が明け三学期がスタートしました。１年間の締めくくり、３年生にとっては中学校生

活３年間そして義務教育の課程９年間の締めくくりです。生徒一人一人が力を蓄え、力を発

揮できる中身の濃い三学期になるよう、引き続きご協力をお願いします。

本日の始業式で生徒たちに次のようなお話をしました。

【始業式の校長の言葉より抜粋】

年の初めですので、これまで何度も伝えてきた言葉を改めて確認したいと思います。

これからは、変化を自分たちで創り出し、社会を自分たちで変化させ、未来を自分たち

で創り出す時代です。キーワードはみんなで創り出す、つまり「協働」と「創出」です。

変化を創る力は自分自身の未来を創る力でもあります。私は二中の校長になってから、

変化を創り未来を創る人材が育つ学校を目指してきました。

昨年の秋のことです。数人の３年生と能代のまちづくりに関わる方々の話をしていた

際、私が「こうやってみんなでゼロから何かを創り上げるってすごいことだよね」と言

ったら、そのうちの一人が「校長先生、私たちはそれを１年生から３年間やってきたん

ですよ」と答えたのです。何気ない会話の中で、生徒が「協働」と「創出」を自分の学

びとして言い切る、的のど真ん中を射貫くような言葉に不意を突かれ、泣きそうになっ

てしまいました。とりわけ感動したのは、「１年生から」と言ってくれたところです。

入学して１年目であっても、二中生として目指すべき方向を自覚してくれていたのです。

こういう思いや姿が、先輩から後輩へしっかり受け継がれていることが、今の二中生の

素晴らしさです。一人一人が自分の成長を振り返りながら力を蓄える、力を発揮する三

学期にしてほしいと思います。

１年生は、４月から頼りになる先輩になれると思います。どんな先輩になりたいか、

イメージしながら力を蓄える三学期にしてください。２年生、いよいよ３年生からリー

ダーのバトンタッチです。自分たちががんばっていくんだという心意気は十分伝わって

きています。三学期、どんな成長を見せてくれるか楽しみにしています。３年生は、３

年間培ってきた力を自分の未来を創るために発揮する時がきました。お互い声を掛け合

い、励まし合いながら、ゴールに向かってほしいと思います。

全校の皆さん、春に向かう三学期です。「自主、不屈、友愛」の校訓を心に抱き、１

年間の締めくくり、３年生にとっては中学校最後の締めくくりに相応しい三学期になる

ことを期待しています。応援しています。
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三学期は、一人一人にとって中身の濃い学期です
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